
消
費
税
の
増
税
に
ノ
ー
を

【
風
見
議
員
の
質
問
】

消
費
税
増
税
に
は
国
民
の
半
数
以

上
の
国
民
が
反
対
し
、
今
国
会
で

の
成
立
に
反
対
は
７
割
を
超
え
て

い
る
。
区
民
の
暮
ら
し
と
中
小
商

店
の
営
業
を
ダ
メ
に
す
る
消
費
税

増
税
の
中
止
を
国
に
申
し
入
れ
る

べ
き
。

【
答
弁
】

区
と
し
て
消
費
税
を
増
税
し
な
い

よ
う
国
に
申
し
入
れ
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

原
発
の
再
稼
動
に
反
対
を

【
質
問
】

国
に
、
原
発
の
再
稼
働
は
や
め
る

こ
と
、
「
原
発
ゼ
ロ
」
の
決
断
を

す
る
よ
う
申
し
入
れ
る
べ
き
。
区

と
し
て
「
原
発
ゼ
ロ
宣
言
」
を
行

い
、
「
脱
原
発
を
め
ざ
す
首
長
会

議
」
に
参
加
す
べ
き
。

【
答
弁
】

区
と
し
て
、
国
に
申
し
入
れ
る

こ
と
、
「
原
発
ゼ
ロ
宣
言
」
を
行

う
こ
と
、
「
脱
原
発
を
め
ざ
す
首

長
会
議
」
に
参
加
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

保
育
園
の
待
機
児
童
の

解
消
を

【
質
問
】

４
月
入
園
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方

で
認
可
保
育
園
に
入
れ
な
か
っ
た

方
は
、
１
、
１
３
８
名
、
依
然
と

し
て
待
機
児
童
が
解
消
さ
れ
て
い

な
い
。
認
可
保
育
園
の
建
設
を
急

ぐ
べ
き
。

【
答
弁
】

保
育
園
の
定
員
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
、
年
齢
別
定
員
の
弾
力
的

運
用
や
、
み
な
と
保
育
サ
ポ
ー
ト

事
業
な
ど
、
多
様
な
手
法
に
よ
り

待
機
児
童
の
解
消
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

東
京
電
力
の
電
気
料
金

値
上
げ
に
つ
い
て

【
質
問
】

東
電
は
、
７
月
１
日
か
ら
家
庭
向

け
電
気
料
金
の
値
上
げ
（
平
均
１

０
．
２
８
％
）
を
申
請
し
た
。
東

電
の
一
方
的
な
電
気
料
金
の
値
上

げ
に
つ
い
て
、
「
原
発
事
故
の
ツ

ケ
を
国
民
に
ま
わ
す
な
」
と
の
批

判
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
家
庭

や
中
小
零
細
業
者
へ
の
値
上
げ
を

止
め
る
よ
う
、
東
電
と
国
に
申
し

い
れ
る
べ
き
。

【
答
弁
】

本
年
３
月
、
特
別
区
長
会
を
通

じ
て
、
東
京
電
力
及
び
国
に
対
し
、

今
回
の
電
気
料
金
値
上
げ
の
見
直

し
や
中
小
企
業
に
対
す
る
特
段
の

措
置
を
講
じ

る
と
と
も
に
、

明
確
な
情
報

開
示
等
の
実

施
に
つ
い
て

要
請
し
た
。
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港
区
議
会
第
２
回
定
例
会
が
６
月
２
７
日
か
ら
７
月
６
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

野
田
内
閣
に
よ
り
消
費
税
増
税
や
原
発
再
稼
動
な
ど
が
強
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
中
、
、
区

民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
区
政
の
役
割
が
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
風
見
利
男
議
員

と
沖
島
え
み
子
議
員
が
区
民
の
切
実
な
要
望
を
取
り
上
げ
、
本
会
議
で
質
問
し
ま
し
た
。

裏
面
に
続
く

港区議団 検索

区長選挙で示された区民の声にこたえ

区民のいのちとくらしを守り 福祉の充実を求め区長に迫る

党区議団の提案で「東京

電力の電気料金値上げに

反対する意見書」が議決

されました。



給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設

に
つ
い
て

【
風
見
議
員
の
質
問
】

い
ま
、
卒
業
し
て
も
就
職
で
き
ず
、

非
正
規
で
働
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
。

私
た
ち
は
奨
学
金
の
返
済
免
除
と
、
給

付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設
を
提
案
し
て

き
た
。
国
に
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
実

施
す
る
よ
う
、
申
し
入
れ
る
こ
と
。
港

区
と
し
て
、
返
済
免
除
の
実
施
、
給
付

型
奨
学
金
制
度
の
創
設
を
実
施
す
べ
き
。

【
答
弁
】

文
科
省
の
動
き
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
特
別
区
教
育
長
会
な
ど
の
機
会
を

捉
え
て
国
に
要
望
し
て
い
く
。
現
在
の

制
度
に
返
済
免
除
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
は
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

給
付
型
の
奨
学
金
制
度
の
創
設
に
つ
い

て
は
、
困
難
と
考
え
て
い
る
。

介
護
保
険
制
度
の
改
善
に
つ

い
て

【
沖
島
議
員
の
質
問
】

①
介
護
保
険
の
保
険
料
は
世
帯
単
位

で
決
め
ら
れ
る
た
め
、
本
人
が
非
課
税

で
も
家
族
に
住
民
税
課
税
者
が
い
る
と
、

保
険
料
が
大
幅
に
上
が
る
。
介
護
保
険

料
の
世
帯
認
定
の
改
善
を
国
に
求
め
る

べ
き
。
②
訪
問
介
護
の
生
活
援
助
に
か

か
る
時
間
短
縮
・
介
護
報
酬
切
り
下
げ

の
撤
回
を
国
に
求
め
る
こ
と
。
撤
回
す

る
ま
で
の
間
、
時
間
短
縮
で
影
響
が
出

て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
区
の
「
高
齢

者
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
」
で
補
完
を
。

【
答
弁
】

①
平
成
２
７
年
度
か
ら
の
次
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
、
介
護

保
険
料
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
必

要
に
応
じ
て
国
に
要
望
し
て
い
く
。
②

生
活
援
助
の
時
間
区
分
の
見
直
し
や
報

酬
改
定
を
は
じ
め
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
国
に
要

望
し
て
い
く
。
生
活
援
助
の
時
間
区
分

の
見
直
し
は
介
護
保
険
制
度
の
問
題
で

あ
る
た
め
、
高
齢
者
家
事
援
助
サ
ー
ビ

ス
で
の
補
完
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

建
築
物
の
解
体
工
事
等
の
事

前
説
明
の
指
導
強
化
に
つ
い

て【
質
問
】

事
業
者
に
対
し
以
下
の
点
を
強
力
に

指
導
す
る
こ
と
。
近
隣
住
民
、
保
育
園

保
護
者
等
、
関
係
者
の
合
意
が
得
ら
れ

る
ま
で
解
体
工
事
を
行
わ
な
い
こ
と
。

工
事
の
工
程
を
明
ら
か
に
さ
せ
、
区
民

へ
の
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

騒
音
計
、
振
動
計
等
を
工
事
現
場
に
設

置
さ
せ
る
こ
と
。
近
隣
住
民
の
「
既
存

樹
木
の
保
存
を
」
と
の
陳
情
に
応
え
る

こ
と
。

【
答
弁
】

事
業
者
を
適
切
に
指
導
し
て
い
く
。

ご
質
問
や
ご
要
望
は

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

代表質問・一般質問における

その他の質問

● 特養ホームの建設について

● 生活保護について

● 選挙の投票率向上について

● 自殺対策について

● 防災対策の充実について

● 災害対策のため、公衆電話の増設と

設置場所の公表について

〈 本会議場への国旗掲揚の中止を 〉

６月１２日の議会運営委員会で「港区議会の本

会議場に国旗の掲揚を求める請願」が多数で採

択されました。議会運営については全会一致で

行うことが港区議会の良き慣習です。「日の丸」

を国旗として制定する際も国民世論が賛成・反対

と大きく分かれ政府の法案も掲揚の「義務付け」

ができず、首相も「義務付けはしない」旨の答弁

を行っています。わが党委員が区民の意見を聞

くことなど十分な審議を提案しているにも関わら

ず多数で採択したものです。

「国旗の掲揚を求める請願」は、７月５日、本会

議で多数決で採択されましたが、今度の議会に

は、「日の丸掲揚は中止を」「区民の意見を聞け」

など８件の請願が提出され継続審査となってい

ます。国旗の掲揚はやるべきではありません。


